
　

第

�

回

軽

井

沢

ト

ッ

プ

・

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

・

セ

ミ

ナ

ー

１

日

目

は

、

分

科

会

Ａ

「

変

革

の

時

代

に

お

け

る

経

営

体

制

の

構

築

」

、

分

科

会

Ｂ

「

未

来

を

切

り

拓

く

企

業

の

組

織

変

革

」

、

パ

ネ

ル

セ

ッ

シ

ョ

ン

「

次

代

を

担

う

経

営

者

の

挑

戦

」

が

行

わ

れ

た

。

　

「

変

革

の

時

代

に

お

け

る

経

営

体

制

の

構

築

」

を

テ

ー

マ

に

、

ゲ

ス

ト

ス

ピ

ー

カ

ー

と

し

て

、

荏

原

製

作

所

取

締

役

代

表

執

行

役

社

長

兼

Ｃ

Ｅ

Ｏ

兼

Ｃ

Ｏ

Ｏ

の

浅

見

正

男

氏

、

マ

ネ

ッ

ク

ス

グ

ル

ー

プ

代

表

執

行

役

社

長

Ｃ

Ｅ

Ｏ

の

清

明

祐

子

氏

が

登

壇

し

、

モ

デ

レ

ー

タ

ー

の

ボ

ー

ド

ア

ド

バ

イ

ザ

ー

ズ

代

表

取

締

役

社

長

の

佃

秀

昭

氏

の

進

行

で

議

論

し

た

。

　

佃

氏

は

「

変

革

の

時

代

に

お

け

る

経

営

体

制

の

構

築

」

と

題

し

て

、

問

題

提

起

し

た

。

国

際

競

争

力

が

低

迷

し

て

い

る

現

状

の

打

破

へ

向

け

、

硬

直

的

な

労

働

市

場

の

開

放

と

、

企

業

の

新

陳

代

謝

促

進

の

必

要

性

を

指

摘

し

た

。

そ

の

改

善

策

と

し

て

、

経

営

者

の

選

抜

や

後

継

者

の

育

成

が

カ

ギ

を

握

る

と

の

考

え

を

示

し

た

。

　

荏

原

製

作

所

は

社

長

が

参

加

し

な

い

指

名

委

員

会

で

後

継

者

を

決

め

る

制

度

だ

が

、

自

身

が

社

長

に

選

ば

れ

た

理

由

に

つ

い

て

、

浅

見

氏

は

「

今

に

な

っ

て

考

え

る

と

、

変

革

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

局

面

に

、

変

え

る

パ

ワ

ー

や

意

志

を

持

っ

て

い

る

人

間

を

選

ん

だ

の

で

は

な

い

か

。

入

社

以

来

、

営

業

畑

が

長

く

、

注

文

を

取

れ

な

い

悔

し

さ

を

知

り

、

営

業

の

課

長

や

部

長

の

お

し

り

を

た

た

き

続

け

た

。

火

事

場

の

底

力

を

持

っ

た

会

社

が

、

世

間

に

認

め

て

も

ら

う

た

め

に

結

果

に

こ

だ

わ

っ

た

」

と

述

べ

た

。

　

マ

ネ

ッ

ク

ス

グ

ル

ー

プ

は

創

業

者

の

松

本

大

氏

の

カ

リ

ス

マ

性

で

成

長

し

た

。

そ

の

後

継

者

に

抜

擢

さ

れ

た

清

明

氏

は

「

松

本

が

メ

デ

ィ

ア

の

イ

ン

タ

ビ

ュ

ー

で

『

清

明

は

権

限

を

使

い

切

る

』

と

語

っ

て

い

た

。

権

限

移

譲

の

大

切

さ

が

言

わ

れ

る

中

で

、

与

え

ら

れ

た

権

限

を

使

い

切

れ

な

い

人

が

多

い

。

『

決

め

て

、

や

っ

て

、

報

告

す

る

』

と

こ

ろ

ま

で

を

自

分

で

や

っ

て

き

た

こ

と

が

認

め

ら

れ

た

の

で

は

な

い

か

」

と

話

し

た

。

　

社

長

に

な

っ

て

、

チ

ー

ム

を

率

い

て

結

果

を

出

す

た

め

に

行

っ

た

こ

と

に

つ

い

て

は

、

浅

見

氏

は

「

実

際

に

や

っ

て

く

れ

た

の

は

カ

ン

パ

ニ

ー

の

プ

レ

ジ

デ

ン

ト

や

事

業

部

長

た

ち

だ

が

、

一

緒

に

考

え

て

、

納

得

し

た

こ

と

を

一

緒

に

や

ろ

う

と

言

う

ハ

ン

ズ

オ

ン

の

行

動

に

よ

っ

て

、

本

気

さ

が

伝

わ

っ

た

。

毎

週

月

曜

日

の

朝

に

１

時

間

の

定

例

会

を

開

き

、

納

得

い

く

ま

で

話

を

聞

き

、

思

っ

て

い

る

こ

と

を

伝

え

た

」

と

話

し

た

。

　

清

明

氏

は

「

社

長

を

引

き

受

け

る

と

き

、

人

事

権

を

も

ら

う

こ

と

と

、

自

分

を

飛

び

越

え

て

意

見

を

言

わ

な

い

こ

と

を

松

本

に

約

束

し

て

も

ら

え

た

こ

と

が

有

難

か

っ

た

。

株

主

総

会

で

も

『

一

人

の

カ

リ

ス

マ

が

作

る

よ

り

も

、

力

を

合

わ

せ

れ

ば

大

き

な

も

の

が

で

き

る

は

ず

』

と

訴

え

、

信

じ

ら

れ

る

道

と

仲

間

が

い

る

こ

と

の

大

切

さ

を

説

い

た

」

と

い

う

。

　

未

来

を

切

り

拓

い

て

い

く

心

構

え

に

つ

い

て

、

浅

見

氏

は

「

結

果

が

す

ぐ

に

出

な

い

も

の

も

あ

る

が

、

最

後

ま

で

や

り

切

る

こ

と

が

大

事

だ

」

と

話

し

た

。

　

清

明

氏

は

「

自

信

は

な

い

け

ど

覚

悟

は

あ

る

。

み

ん

な

で

少

し

ず

つ

ス

テ

ッ

プ

ア

ッ

プ

で

き

れ

ば

い

い

」

と

話

し

た

。

　

「

未

来

を

切

り

拓

く

企

業

の

組

織

変

革

」

を

テ

ー

マ

に

、

ア

ス

テ

ラ

ス

製

薬

代

表

取

締

役

会

長

の

安

川

健

司

氏

、

ク

リ

ス

ピ

ー

・

ク

リ

ー

ム

・

ド

ー

ナ

ツ

・

ジ

ャ

パ

ン

代

表

取

締

役

社

長

の

若

月

貴

子

氏

、

ア

ト

ラ

エ

代

表

取

締

役

Ｃ

Ｅ

Ｏ

の

新

居

佳

英

氏

が

登

壇

し

、

法

政

大

学

大

学

院

教

授

の

米

倉

誠

一

郎

氏

の

進

行

で

議

論

し

た

。

　

冒

頭

、

米

倉

氏

は

、

「

総

産

出

量

÷

総

投

入

量

で

表

さ

れ

る

生

産

性

を

向

上

さ

せ

る

に

は

、

総

産

出

量

を

増

加

さ

せ

る

（

Ｇ

Ｄ

Ｐ

増

大

な

ど

）

か

、

総

投

入

量

の

削

減

（

労

働

時

間

の

短

縮

な

ど

）

が

必

要

だ

。

イ

ノ

ベ

ー

シ

ョ

ン

は

目

的

で

は

な

く

手

段

で

あ

り

、

目

指

す

べ

き

目

的

は

生

産

性

向

上

だ

。

口

角

を

上

げ

て

楽

し

く

働

き

、

賃

金

の

高

い

国

を

目

指

し

た

い

」

と

問

題

提

起

し

た

。

　

安

川

氏

は

、

ア

ス

テ

ラ

ス

製

薬

で

行

わ

れ

た

社

内

改

革

の

事

例

と

し

て

、

世

界

の

全

部

門

に

ヒ

ア

リ

ン

グ

を

実

施

し

、

「

失

敗

を

恐

れ

す

ぎ

る

文

化

」

「

保

守

的

か

つ

全

社

目

標

よ

り

優

先

さ

れ

る

組

織

目

標

」

「

国

籍

や

地

域

で

差

が

あ

る

評

価

制

度

」

「

縦

割

り

で

重

層

化

し

た

体

制

」

な

ど

の

課

題

が

抽

出

さ

れ

た

と

解

説

し

た

。

　

ま

た

、

「

持

続

的

な

イ

ノ

ベ

ー

シ

ョ

ン

を

生

み

出

す

た

め

に

、

心

理

的

安

全

性

の

担

保

を

前

提

と

し

た

企

業

文

化

の

再

構

築

や

、

部

門

横

断

的

な

目

標

評

価

と

指

標

に

よ

る

報

酬

制

度

で

、

組

織

の

成

果

の

最

大

化

に

取

り

組

ん

だ

」

と

語

っ

た

。

　

若

月

氏

は

ク

リ

ス

ピ

ー

・

ク

リ

ー

ム

・

ド

ー

ナ

ツ

・

ジ

ャ

パ

ン

は

２

０

１

５

年

度

の

大

量

閉

店

が

注

目

を

集

め

た

が

、

コ

ロ

ナ

禍

で

も

順

調

な

成

長

を

続

け

て

い

る

と

述

べ

た

。

　

そ

の

理

由

と

し

て

、

ア

ル

バ

イ

ト

に

も

理

解

・

浸

透

す

る

ビ

ジ

ョ

ン

の

共

有

、

ド

ー

ナ

ツ

を

販

売

す

る

だ

け

に

留

ま

ら

な

い

ホ

ス

ピ

タ

リ

テ

ィ

の

教

育

、

ブ

ラ

ン

ド

の

共

感

を

重

視

し

た

採

用

活

動

な

ど

の

事

例

を

紹

介

し

た

う

え

で

、

「

戦

略

を

実

行

す

る

の

は

組

織

で

あ

り

、

人

だ

か

ら

こ

そ

、

い

く

ら

良

い

戦

略

を

つ

く

っ

て

も

、

動

か

す

力

が

な

け

れ

ば

変

革

は

実

行

で

き

な

い

。

社

員

が

自

分

事

化

し

て

自

ら

動

く

現

場

を

目

指

し

て

、

経

営

の

意

志

が

伝

わ

る

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

を

徹

底

し

た

」

と

強

調

し

た

。

　

新

居

氏

は

ア

ト

ラ

エ

で

は

、

社

員

が

自

発

的

な

貢

献

意

欲

を

持

ち

、

主

体

的

に

取

り

組

む

「

エ

ン

ゲ

ー

ジ

メ

ン

ト

」

を

重

視

し

た

組

織

づ

く

り

が

行

わ

れ

て

い

る

と

紹

介

し

た

。

組

織

づ

く

り

の

特

徴

と

し

て

、

①

個

人

の

裁

量

と

責

任

で

就

業

時

間

と

場

所

が

自

由

に

選

択

で

き

る

、

②

全

メ

ン

バ

ー

が

経

営

者

と

同

じ

情

報

に

ア

ク

セ

ス

で

き

る

、

③

メ

ン

バ

ー

の

�

％

が

株

主

と

な

り

、

実

際

に

オ

ー

ナ

ー

と

し

て

経

営

意

識

を

有

す

る

、

④

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

が

生

ま

れ

や

す

い

開

放

的

な

設

計

や

ア

ル

コ

ー

ル

含

む

フ

リ

ー

ド

リ

ン

ク

な

ど

を

提

供

し

て

い

る

こ

と

を

挙

げ

た

。

　

新

居

氏

は

「

自

律

分

散

型

で

フ

ラ

ッ

ト

な

組

織

で

、

生

産

性

が

向

上

し

、

業

績

も

好

調

だ

。

働

き

が

い

の

あ

る

会

社

を

目

指

し

て

い

く

」

と

述

べ

た

。

　

セ

ミ

ナ

ー

２

日

目

も

、

講

師

や

参

加

者

に

よ

る

活

発

な

議

論

が

展

開

さ

れ

た

。

分

科

会

Ｃ

は

「

テ

ク

ノ

ロ

ジ

ー

へ

の

適

応

と

事

業

成

長

の

実

現

」

を

テ

ー

マ

に

議

論

が

行

わ

れ

た

。

ダ

イ

セ

ル

代

表

取

締

役

社

長

の

小

河

義

美

氏

と

、

ゑ

び

や

代

表

取

締

役

・

Ｅ

Ｂ

Ｉ

Ｌ

Ａ

Ｂ

代

表

取

締

役

Ｃ

Ｅ

Ｏ

の

小

田

島

春

樹

氏

が

登

壇

し

、

モ

デ

レ

ー

タ

ー

は

、

ロ

ー

ラ

ン

ド

・

ベ

ル

ガ

ー

パ

ー

ト

ナ

ー

の

小

野

塚

征

志

氏

が

務

め

た

。

　

分

科

会

Ｄ

の

テ

ー

マ

は

「

逆

境

を

乗

り

越

え

成

長

に

つ

な

げ

る

需

要

創

造

の

知

恵

」

。

ク

ラ

シ

エ

ホ

ー

ル

デ

ィ

ン

グ

ス

代

表

取

締

役

社

長

執

行

役

員

の

岩

倉

昌

弘

氏

と

Ｙ

Ａ

Ｍ

Ａ

Ｇ

Ａ

Ｔ

Ａ

　

Ｄ

Ｅ

Ｓ

Ｉ

Ｇ

Ｎ

代

表

取

締

役

の

山

中

大

介

氏

が

登

壇

し

、

早

稲

田

大

学

大

学

院

経

営

管

理

研

究

科

教

授

の

川

上

智

子

氏

が

モ

デ

レ

ー

タ

ー

を

務

め

た

。

　

午

後

か

ら

は

、

元

ラ

グ

ビ

ー

日

本

代

表

キ

ャ

プ

テ

ン

で

Ｈ

ｉ

Ｒ

Ａ

Ｋ

Ｕ

代

表

取

締

役

の

廣

瀬

俊

朗

氏

が

「

変

革

の

リ

ー

ダ

ー

シ

ッ

プ

」

と

題

し

て

、

特

別

講

演

を

行

っ

た

。

　

パ

ネ

ル

セ

ッ

シ

ョ

ン

「

次

代

を

担

う

経

営

者

の

挑

戦

」

は

、

Ｅ

ｌ

ｅ

ｖ

ａ

ｔ

ｉ

ｏ

ｎ

Ｓ

ｐ

ａ

ｃ

ｅ

（

エ

レ

ベ

ー

シ

ョ

ン

ス

ペ

ー

ス

）

代

表

取

締

役

Ｃ

Ｅ

Ｏ

の

小

林

稜

平

氏

と

、

プ

ロ

グ

リ

ッ

ト

代

表

取

締

役

社

長

の

岡

田

祥

吾

氏

と

い

う

�

歳

と

�

歳

の

若

き

経

営

者

を

ゲ

ス

ト

ス

ピ

ー

カ

ー

に

招

い

た

。

モ

デ

レ

ー

タ

ー

は

冨

山

和

彦

氏

が

務

め

た

。

　

エ

レ

ベ

ー

シ

ョ

ン

ス

ペ

ー

ス

は

東

北

大

発

の

宇

宙

ス

タ

ー

ト

ア

ッ

プ

で

、

無

人

プ

ラ

ッ

ト

フ

ォ

ー

ム

の

提

供

に

取

り

組

ん

で

い

る

。

材

料

、

創

薬

・

バ

イ

オ

、

食

糧

、

宇

宙

旅

行

用

製

品

、

宇

宙

機

・

宇

宙

用

機

器

な

ど

幅

広

い

産

業

向

け

に

、

宇

宙

の

無

重

力

環

境

を

利

用

し

た

基

礎

研

究

、

応

用

研

究

、

実

証

テ

ス

ト

、

量

産

な

ど

を

提

供

す

る

計

画

だ

。

　

小

林

氏

は

、

「

人

が

宇

宙

で

生

活

す

る

時

代

は

�

～

�

年

後

に

や

っ

て

く

る

。

異

分

野

の

人

た

ち

が

宇

宙

事

業

に

取

り

組

ん

で

い

く

こ

と

が

大

事

で

、

宇

宙

ビ

ジ

ネ

ス

を

一

緒

に

作

り

た

い

」

と

意

欲

を

示

し

た

。

　

プ

ロ

グ

リ

ッ

ト

は

、

「

世

界

で

自

由

に

活

躍

で

き

る

人

を

増

や

す

」

を

ミ

ッ

シ

ョ

ン

に

、

英

語

コ

ー

チ

ン

グ

サ

ー

ビ

ス

や

サ

ブ

ス

ク

型

英

語

学

習

サ

ー

ビ

ス

な

ど

を

展

開

す

る

。

２

０

１

６

年

に

設

立

し

、

コ

ロ

ナ

禍

を

乗

り

越

え

、

昨

年

東

証

グ

ロ

ー

ス

市

場

に

上

場

し

た

。

岡

田

氏

は

「

英

語

業

界

で

ダ

ン

ト

ツ

ナ

ン

バ

ー

ワ

ン

を

目

指

し

、

英

語

業

界

を

変

え

、

日

本

人

が

海

外

に

挑

戦

す

る

時

の

壁

と

な

っ

て

い

る

英

語

力

を

底

上

げ

し

た

い

。

今

後

、

法

人

向

け

の

サ

ー

ビ

ス

に

進

出

し

、

日

本

企

業

の

グ

ロ

ー

バ

ル

人

材

の

養

成

を

支

援

し

た

い

」

と

話

し

た

。

トップ詳報／イベント
生 産 性 新 聞 （２）２０２３年（令和５年）８月２５日（金曜日）

【第三種郵便物認可】

本紙面の著作権は公益財団法人日本生産性本部に帰属します。権利侵害となるようなご利用はお断り致します。


